
（湯の鶴温泉保健センター完成予想図）（湯の鶴温泉保健センター完成予想図）

64
２７ １ １５

〈特集〉議会報告会を開催しました（18ページから掲載）

謹んで新春の謹んで新春の
　お慶びを申し上げます　お慶びを申し上げます

水俣市議会一同水俣市議会一同

公職選挙法で議員は、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状など時候公職選挙法で議員は、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状など時候
のあいさつ状を出すことは禁止されています。のあいさつ状を出すことは禁止されています。
市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。市民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
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区分　会計別 歳　入 歳　出 差　引

＜一般会計＞ 15,513,549 14,787,307 726,242

国民健康保険 5,038,521 4,375,276 663,245

後期高齢者医療 376,331 375,398 933

介護保険 3,293,040 3,161,550 131,490

下水道事業 1,421,600 1,419,110 2,490

＜特別会計合計＞ 10,129,492 9,331,334 798,158

収　益 費　用 純利益（税調整後）

水道事業 466,446 304,848 156,194

病院事業 6,866,181 6,616,651 171,940

＜企業会計合計＞ 7,332,627 6,921,499 328,134

承認された
平成25年度会計決算　　

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
に
市
議
会
に
対
し
て
賜
り

ま
し
た
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に

対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
突
然
の
衆
議
院
解
散
で
慌

し
い
年
の
瀬
と
な
り
ま
し
た
が
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
さ
ら
に
地
方
に
も
波

及
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

の
実
現
を
望
み
た
い
も
の
で
す
。

　

市
議
会
は
、
市
政
の
監
視
機
関
と

し
て
、
市
が
法
令
尊
守
の
も
と
で
、

安
全
で
豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
に

向
か
っ
て
い
る
か
を
見
守
る
と
と
も

に
、
意
思
決
定
機
関
と
し
て
自
ら
が

責
任
を
持
っ
て
議
決
し
、
最
終
的
な

判
断
を
下
す
と
い
う
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
自
己
決
定
と
自
己

責
任
の
範
囲
が
拡
大
し
、
よ
り
自

主
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
中
、

議
会
の
役
割
と
責
任
も
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
議
会
で
は
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
一
層
の
努
力
を
傾
注
し
て

い
き
、
市
政
の
発
展
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
健
康
で
喜
び
と
幸
せ
に
満
ち
た

よ
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

水
俣
市
議
会
議
長　

大　

川　

末　

長

市
政
発
展
に
一
層
の
努
力
を

市
政
発
展
に
一
層
の
努
力
を
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≪主な条例≫

●水俣市住宅条例の一部を改正する条例の制定

●水俣市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定

●水俣市公民館条例の制定

●水俣市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

市議会の様子を見てみたいけど、どうすればいいの？
当日も、後日でもインターネットで見ることができます

平成26年度　会計別補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後の額

＜一般会計＞ 86,269 14,564,180

＜特別会計＞ － －

国民健康保険事業特別会計 528 4,576,600

後期高齢者医療特別会計 △ 2,436 385,912

介護保険特別会計 4,615 3,300,077

公共下水道事業特別会計 618 1,438,911

補　正　額 補正後の額

水道事業 783 446,007

病院事業 12,602 8,488,512

平成26年度平成26年度
可決された補正予算・条例可決された補正予算・条例

公民館分館
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●水俣川河口臨海部振興構想事業
 １，５００万円

●コミュニティ助成事業
 ２４０万円

●障害児通所給付費
２７８万円

●農地・水保全管理支払事業（多面的機

能支払交付金） １６１万円

●中山間地域総合整備事業（広域連携型）

負担金 ７５万円

●衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判

官国民審査の予算 １，９７８万円

主なもの主なもの

深川地区圃場整備

市内水路

2014恋龍祭
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●総合体育館屋根改修工事
 ９３９万円

●幼稚園就園奨励費補助金
 １１９万円

●有害廃棄物処分委託料（中学校費・小
学校費）　 ９１万円

●国保水俣市立総合医療センター損害賠
償金 １，２６０万円

議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果

× × × × × ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ×

賛成：

反対：

▼賛否の分かれた議案▼▼賛否の分かれた議案▼【 ○：賛成　× ：反対】

補正予算の補正予算の

市総合体育館

学校内の変圧器
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継
続
審
査

●
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
反
対
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
請
願

●
国
民
健
康
保
険
財
政
に
関
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
請
願

●
介
護
保
険
制
度
と
介
護
従
事
者
の
処
遇
改

善
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情

不
採
択

●
携
帯
電
話
基
地
局
設
置
に
関
す
る
条
例
の

制
定
を
求
め
る
陳
情

●
行
政
財
産
の
〝
有
効
且
つ
適
正
管
理
〞
に

関
す
る
陳
情

継
続
審
査

●
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
の
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

●
青
少
年
健
全
育
成
基
本
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

●
道
州
制
導
入
・
労
働
法
制
改
悪
に
反
対
し
、

最
低
賃
金
・
公
務
員
賃
金
の
改
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る
陳
情

●
教
育
委
員
会
委
員
を
任
命

　

荒
木
由
紀
子　

氏
（
古
城
）
再
任

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦

　

松
本　

直
美　

氏
（
袋
）
新
任

人　

事

人　

事

請　

願

請　

願

陳　

情

陳　

情

 意見書  ２件を可決
●山村振興法の延長と施策の拡充を求める意見書

１、山村振興法の延長及び内容の拡充を図ること。延長に当たっては、都市と山村の格差是正を主

眼とした対策に加え、山村地域が果たす多面的機能の発揮に係る国としての責務を明確にするこ

と。また、山村振興の目標に、林業・木材産業の振興による地域資源を活用した地域林業の確立、

就業機会の増大と定住の促進を盛り込み、その達成に必要な施策を講じること。

２、森林・林業基本計画に基づく森林・林業の再生と整備、森林の多面的機能の持続発揮に向け、

地球温暖化対策のための税の使途に森林吸収源対策を追加するなど安定的な財源確保に努めるこ

と。また、森林情報の収集や境界確認、合意形成、路網整備、不在村者対策を初めとする集約化

施業の促進に対するさらなる支援を図ること。

●40人学級再開検討に反対する意見書

　　財務省は、10月27日の財政制度等審議会（会長・吉川洋東京大学大学院教授）で、公立の小学

校１年生で導入されている35人学級を、従来の40人学級に戻すよう求める方針を提示しました。

　　35人学級は、中央教育審議会（中教審）が少人数学級化の方向を提言したのを受けて、2011年

度から、小学１年、２年で順次実現してきたものであります。これに対して財務省は、2012年度

はむしろ小学校のいじめや暴力行為に占める１年生の割合が増加しており、2013年度全国学力・

学習状況調査（全国学力テスト）の結果についても平均正答率は悪化するなど、明確な効果が

あったとは認められないとして、40人に戻すよう求めました。40人学級に戻した場合には、教職

員数を4,000人減らすことができ、約86億円の財政削減効果があるとしています。

　　しかし、全国学力テストは、毎年の出題レベルが一定ではなく、単純に比較することには意味

がありません。また、いじめの件数は、発生件数ではなく学校がどれだけ認知したかの認知件数

であり、いじめ自殺事件の社会問題化を受けて丁寧な把握が行われた結果、認知件数が増加した

とも考えられます。そもそも、わずか数年のデータで傾向を導き出すのは余りに乱暴であります。

　　義務教育の始まりである小学校低学年は、特にきめ細やかな手当が必要な時期であります。教

育上の配慮としても、中教審の方向性に照らしても、学級規模を膨らませることはあり得ません。

そもそも、日本の公立学校の学級規模は国際的に見ても大きすぎ、35人以下学級をほかの学年に

も広げていくことこそ求められています。我が国のＧＤＰ（国内総生産）に占める公的教育費の

割合は加盟国中最低であり、政府は、教育予算の引き上げに取り組むとともに、教職員の能力と

資質の向上に対する施策を進めることです。
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厚 生 文 教厚 生 文 教総 務 産 業総 務 産 業
●水俣市国民健康保険条例の改正

質疑

答弁

●平成26年度水俣市病院事業会計補正予算

質疑

答弁

●平成26年度水俣市一般会計補正予算第５号

質疑

答弁

●水俣市営住宅条例の一部を改正する条例

質疑

答弁

●平成26年度水俣市一般会計補正予算第６号

質疑

答弁

質疑

答弁

●携帯電話基地設置等に関する条例の制定を求

める陳情

●行財政財産の有効且つ適正管理に関する陳情
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問　

水
俣
創
生
の
た
め
の

総
合
戦
略
は
ど
う
す
る
の
か

答

問　

２
０
４
０
年
ま
で
に

全
国
８
９
６
の
自
治
体
が

消
滅
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
ど
う
す
る
の
か

答

真野　頼隆  議員

２
０
４
０
年
に
は
人
口

１
６
，１
５
７
人
に
!!

社
会
問
題
化
す
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ

水俣創生のための総合戦略は

問　

水
俣
市
の
合
計
特
殊

出
生
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

ど
う
取
り
組
む
の
か

答

小
学
校
の
運
動
部
活
動
が

社
会
体
育
へ
移
行

問　

今
年
に
入
っ
て
社
会

問
題
化
し
て
い
る
危
険
ド

ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
の
認
識
は

答

問　

県
教
育
委
員
会
は
小

学
校
の
運
動
部
活
動
を
社

会
体
育
へ
移
行
す
る
方
針

で
あ
る
。
当
面
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

委
ね
る
よ
う
だ
が
、
水
俣

の
場
合
ど
う
な
る
の
か

答

問　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
乱
用

の
広
が
り
を
く
い
止
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
は
ど
う

す
る
の
か

答

バレーボール部活動の様子
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問　

県
及
び
４
市
町
と
原

子
力
規
制
委
員
会
、
内
閣

府
に
要
望
し
た
内
容
と
答

え
は

答問　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
回

答
な
ど
で
良
い
の
か
。
水

俣
市
議
会
で
も
市
民
の
拙 藤本　壽子  議員

川内原発再稼働時の
水俣市の避難計画は

も
っ
と
ご
み
を
減
ら
し
、
資
源
化

す
る
施
策
を

速
な
再
稼
働
は
避
け
、
住

民
の
安
心
、
安
全
を
優
先

と
い
う
決
議
を
あ
げ
て
い

る
が

答問　

市
内
保
育
園
な
ど
に

よ
る
子
育
て
支
援
事
業
と

の
連
携
は

答

問　

今
ま
で
の
地
域
振
興

基
金
か
ら
援
助
が
あ
っ
た

が
来
年
か
ら
な
く
な
る
と

い
う
園
な
ど
へ
の
援
助
は
、

考
え
ら
れ
な
い
か

答

問　

紙
お
む
つ
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
の
ど
れ
位
の
比
率

で
混
入
し
て
い
る
の
か

答

問　

市
の
答
弁
で
は
、
少

な
い
量
で
は
業
者
が
扱
っ

て
く
れ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
水
俣
よ
り
人
口

が
半
分
で
も
収
集
・
リ
サ

イ
ク
ル
し
て
お
り
、
検
討

は
で
き
な
い
か

答

子
育
て
支
援
の
地
域
で
の
拡
充
を

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
対
策
は

問　

５
年
前
と
比
較
し
、

ど
れ
位
増
え
て
い
る
か

答問　

様
々
な
事
情
で
ふ
れ

あ
い
活
動
な
ど
も
減
っ
て

お
り
、
心
配
な
お
年
寄
り

が
い
る
。
民
生
委
員
に
柱

に
な
っ
て
も
ら
い
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
行

政
の
連
携
を
考
え
て
も
ら

え
な
い
か
。
そ
の
際
、
民

生
委
員
の
待
遇
改
善
も
含

め
検
討
し
て
欲
し
い

答

市内保育園

ごみの分別



11

No.64

問　

ゼ
ロ
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣

言
に
対
し
て
、
職
員
、
事

業
者
、
市
民
の
意
識
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

答　

問　

給
茶
ス
ポ
ッ
ト
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

答　問　

新
た
な
分
別
に
つ
い

て
の
検
討
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か

答　

問　

岡
山
最
終
処
分
場
は

今
後
ど
う
な
る
の
か

答　問　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
導
入

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か

答　

中村　幸治  議員

ゼロ・ウェイスト宣言に
ついての意識はどうか

平
成
27
年
度
か
ら
の
新
た
な
分
別
品
目
は

キ
エ
ー
ロ
の
処
理
能
力
は
（
生
ご
み
処
理
器
）

問　

キ
エ
ー
ロ
で
年
間

１
２
０
キ
ロ
の
生
ご
み
を

処
理
で
き
る
根
拠
は
何
か

答　問　

円
卓
会
議
は
今
後
ど

う
な
る
の
か

答　

市民の分別活動
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国保税は国からの交付金
７５００万円がくれば下
げられる

野中　重男  議員

問　

現
在
45
歳
以
上
の
国

保
加
入
の
市
民
で
、
水
俣

病
に
関
す
る
各
種
の
手
帳

を
も
っ
て
い
る
人
は
何
人

か
。
ま
た
、
国
か
ら
水
俣

病
に
関
す
る
特
別
調
整
交

付
金
７
，
５
０
０
万
円
が

法
律
通
り
交
付
さ
れ
る
と

市
民
の
国
保
税
は
も
っ
と

下
げ
ら
れ
る
。
こ
の
交
付

金
は
全
額
き
て
い
る
の
か
。

さ
ら
に
全
額
の
交
付
を
め

ざ
し
て
強
く
要
請
す
べ
き

で
は
な
い
か

問　

原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏

内
の
動
け
る
人
で
も
、
入

院
・
福
祉
施
設
入
居
者
の

避
難
計
画
で
も
住
民
は
置

き
去
り
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
。
な
の
に
鹿
児
島
県

知
事
は
避
難
計
画
を
作
る

は
不
可
能
と
言
っ
て
い
る
。

川
内
原
発
避
難
計
画

　

こ
の
ま
ま
で
は
事
故
の
時

　
　
　
　
　

住
民
は
置
き
去
り
に
な
る
の
で
は

問　

水
俣
城
発
掘
は
現
在

ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
築
城
か
ら
破
却

ま
で
の
政
治
、
軍
事
な
ど

の
支
配
関
係
は
ど
う
な
っ

て
い
た
の
か

答 水
俣
城
は
四
方
、
石
垣
の
堅
固
な
城
だ
っ
た

国
に
全
額
の
交
付

を
要
請
す
べ
き
で

は
な
い
か

無
責
任
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
、
水
俣
市
内
に
入
っ

て
く
る
住
民
の
放
射
能
検

査
な
ど
は
明
確
に
な
っ
た

の
か

答

答

水俣城跡
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問　

事
業
の
目
的
と
内
容

は
ど
う
い
う
も
の
か

答

問　

構
想
の
位
置
づ
け
と

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

問　

近
年
の
接
種
率
の
推

移
は
ど
う
か

答問　

水
俣
市
の
任
意
接

種
の
自
己
負
担
金
は
４
，

０
０
０
円
で
近
隣
市
町
よ

り
高
い
と
聞
く
が
負
担
軽

減
は
で
き
な
い
の
か

答

谷口　眞次  議員

水俣川河口臨海部振興構想策
定業務の概要は有利な補助金
を活用し慎重な調査を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

自
己
負
担
の
軽
減
と
接
種
率
ア
ッ
プ
を

熊
本
県
自
然
環
境
保
全
地
域
と
し

て
県
内
唯
一
の
湿
原
の
特
別
地
区

で
あ
る
無
田
湿
原
の
保
全
対
策
を

問　

稀
少
価
値
が
減
少
し

つ
つ
あ
る
が
、
野
焼
き
の
復

活
と
乾
燥
化
防
止
対
策
の
継

続
と
保
全
委
員
会
等
を
設
置

す
る
考
え
は
な
い
か

答

答

水俣市無田湿原
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い
印
象
を
与
え
て
も
ら
い

た
い
と
期
待
を
す
る
が
、

ど
う
か

答

問　

接
遇
は
窓
口
対
応
の

基
本
と
考
え
る
が

答問　

接
遇
研
修
は
今
後
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
と
強
く
思
う
が

答問　

来
庁
し
た
市
民
に
良 渕上　道昭  議員

財
政
問
題

教
育
問
題

問　

不
納
欠
損
扱
い
の
金

額
は
い
く
ら
か

答問　

遊
休
資
産
の
処
分
対

策
と
結
果
は

答

問　

国
民
宿
舎
旧
水
天
荘

の
現
状
と
今
後
の
活
用
は

答

問　

小
中
学
校
の
学
力
、

体
力
は
ど
う
総
括
す
る
か

答

明るく元気な声で
積極的な来客対応を

水天荘跡
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問　

検
討
委
員
会
の
検
討

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か答

問　

日
本
一
の
読
書
の
街

づ
く
り
宣
言
後
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
と
課
題
は
何
か

答

川上紗智子  議員

住宅リフォーム制度を新たに創設すべ
きではないかという方向で結論づける
　 （住宅の新築・リフォームに対する

　助成制度検討委員会の報告）

読
書
が
市
民
の
人
生
を
豊
か
に

す
る
ま
ち
の
実
現
め
ざ
し
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

実
施
に
む
け
一
歩
前
進

水俣市図書館内
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問　

自
民
党
熊
本
県
連
に
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
に
関
す
る
水
俣
市
の
要

望
を
提
出
し
た
そ
う
だ
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か

答

て
い
る
企
業
は
、
市
が
行

う
公
共
事
業
の
請
負
契
約
、

業
務
委
託
契
約
及
び
、
一

般
物
品
納
入
契
約
を
辞
退

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

谷口　明弘  議員

水
俣
市
政
治
倫
理
条
例
は
改
正
が
必
要
で
は
な
い
か

安
倍
政
権
が
掲
げ
る

地
方
創
生
に
関
す
る
本
市
の
取
り
組
み
は
大
丈
夫
か

問　

熊
本
県
や
八
代
市
で

は
９
月
に
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
本
部
を

立
ち
上
げ
た
が
、
水
俣
市

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か

答 問　

水
俣
市
政
治
倫
理
条

例
第
５
条
、
議
員
、
市
長
、

そ
の
配
偶
者
、
若
し
く
は

二
親
等
以
内
の
親
族
が
経

営
、
若
し
く
は
役
員
を
し

教
育
関
係

防
災
関
係

問　

地
方
創
生
を
進
め
る

た
め
に
、
国
や
県
と
の
連

係
が
益
々
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
７
月
24
日
、

芦
北
町
長
、
津
奈
木
町
長
、

県
議
団
と
西
回
り
自
動
車
道

他
の
陳
情
で
上
京
さ
れ
た
際

に
、
太
田
国
土
交
通
大
臣
、

麻
生
財
務
大
臣
と
の
面
会

の
席
に
参
加
さ
れ
な
か
っ

た
と
い
う
の
は
事
実
か

答

国の進める地方創生の動きに
　　    （まち・ひと・しごと・創生）

水俣市は敏速に対応すべし

あ
る
が
、
人
口
が
減
少
し

続
け
る
本
市
で
、
公
共
事

業
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

事
業
者
は
多
数
存
在
す
る

中
で
、
従
業
員
を
養
う
た

め
、
水
俣
市
の
経
済
活
動

を
支
え
る
為
に
必
死
に
頑

張
る
事
業
者
は
、
本
市
の

将
来
に
一
番
危
機
感
を
抱

い
て
い
る
と
考
え
る
。
そ

の
兄
弟
や
子
が
、
地
方
自

治
や
政
治
学
に
精
通
し
て

い
て
、
市
会
議
員
や
市
長

に
な
ろ
う
と
し
て
も
親
族

が
事
業
を
辞
め
な
い
と
立

候
補
出
来
な
い
と
い
う
こ

の
条
文
は
修
正
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か

答
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委
員
会
と
し
て
執
行
部

に
対
し
、
次
の
よ
う
な
申

し
入
れ
を
行
っ
た
。

歳
入  

１
５
５
億
１
，３
５
４
万
円

歳
出  

１
４
７
億
８
，７
３
０
万
円

財
政
調
整
基
金
の
現
在
高

　
　
　

  

２
１
億
５
，９
８
７
万
円

市
債
の
現
在
高

　

  　

１
３
８
億
７
，６
０
１
万
円

病
院
事
業

質
疑
ｌ
基
幹
型
臨
床
研
修

病
院
と
は

答
弁
ｌ

国
民
健
康
保
険
事
業

質
疑
ｌ
国
民
健
康
保
険
税

の
滞
納
理
由
は

答
弁
ｌ

水
道
事
業

質
疑
―
特
別
損
失
の
う
ち
、

不
納
欠
損
と
な
っ
た
も
の

は
、
個
人
で
あ
る
か
、
事

業
者
分
で
あ
る
か

答
弁
―

質
疑
―

答
弁
―

公
共
下
水
道
事
業

質
疑
―

答
弁
―

平成25年度

決 算 審 査 報 告

介
護
保
険

質
疑
ｌ
滞
納
分
普
通
徴
収

保
険
料
の
収
入
未
済
額
及

び
不
納
欠
損
額
の
原
因
と

理
由
は

答
弁　

決 算 審 査 報 告
一
般
会
計

特
別
会
計
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みなさまの 声
を市政へ声を市政へ

　

報
告
会
へ
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
７
回
議
会
報
告
会
は
、
10
月
30
・
31
日
に
計

８
カ
所
で
開
催
し
、
参
加
者
55
名
で
し
た
。

　

議
会
報
告
会
は
、
み
な
さ
ん
に
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
定
例
会
の
報
告
を
中
心

に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
報
告
会

は
、
原
則
と
し
て
議
員
個
人
の
意
見
は
述
べ
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

報
告
会
で
の
ご
質
問
な
ど
で
、
市
に
対
す
る
も

の
は
市
に
伝
え
、
そ
の
回
答
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

類
似
し
て
い
る
質
問
に
は
、
ま
と
め
て
回
答
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
…
市
民
の
質
問　
　

…
議
会
の
回
答　
　

…
市
の
回
答

議

市

○　

避
難
所
が
遠
い
、
第
二
小
学

校
の
２
階
の
教
室
等
利
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
欲
し
い

○　

東
北
の
震
災
後
平
成
26
年
の

法
律
で
海
抜
２
メ
ー
ト
ル
ま
で
が

避
難
所
不
適
切
と
な
っ
た
。
丸
島

公
民
館
・
第
二
小
学
校
体
育
館
・

第
二
中
学
校
体
育
館
も
不
適
切
で
、

ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
い
い
の
か
。

校
舎
は
２
階
建
て
だ
か
ら
避
難
所

に
指
定
し
て
欲
し
い
。
避
難
計
画

を
明
確
に
し
て
欲
し
い

○　

20
区
の
山
崩
れ
土
砂
崩
れ
対

策
を
し
て
欲
し
い

○　

自
主
避
難
し
た
い
時
は
ど
こ

に
し
た
ら
い
い
の
か

○　

台
風
19
号
の
際
の
自
主
避
難

に
つ
い
て
は
、
５
区
は
午
後
３
時

に
５
区
公
民
館
と
西
生
院
の
２
カ

所
が
開
設
さ
れ
、
２
名
の
自
主
避

難
者
が
あ
っ
た
が
、
飲
料
、
食
事

や
寝
具
な
ど
の
備
え
が
何
も
な

か
っ
た
。
今
後
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

○　

川
内
原
発
で
事
故
が
あ
っ
た

場
合
６
，
６
０
０
人
を
受
け
入
れ

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
で
除

染
す
る
の
か
。
避
難
先
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
西
田
市
長
は

原
発
反
対
を
表
明
し
な
い
の
か
、

何
か
起
き
た
時
の
責
任
は
ど
う
な

る
の
か

○　

防
災
無
線
が
良
く
聞
こ
え
る

よ
う
に
し
て
欲
し
い

○　

避
難
勧
告
は
早
く
出
し
て
欲

し
い

防
災
・
避
難
の
こ
と

防災無線
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みなさまの 声
を市政へ

みなさまの 
特 集

第７回

議会報告会

今回実施した会場今回実施した会場

１０月３０日
もやい館３階会議室

愛林館

越小場公民館

葛彩館

１０月３１日
20区公民館

４区公民館

旧湯出中学校

総合体育館１階会議室

○　

避
難
所
に
つ
い
て
、
平
成

25
年
６
月
に
変
更
が
な
さ
れ
た
が
、

住
民
が
多
い
23
区
の
久
木
野
小
学

校
、
体
育
館
が
避
難
で
き
な
く
な
っ

た
。
た
だ
し
、
小
学
校
下
の
集
会

所
は
避
難
所
の
ま
ま
で
あ
る
。
集

会
所
は
大
丈
夫
で
、
な
ぜ
小
学
校

は
ダ
メ
な
の
か
。
ダ
メ
だ
と
言
う

ば
か
り
で
、
新
た
な
避
難
所
を
準

備
し
て
く
れ
る
訳
で
も
な
い
。
も

し
、
避
難
所
指
定
さ
れ
て
い
な
い

小
学
校
等
へ
避
難
し
た
場
合
、
市

は
責
任
を
持
た
な
い
と
言
っ
て
い

る
。
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
良
い
の

か
説
明
が
欲
し
い
。
地
域
の
状
況

を
判
断
せ
ず
に
ダ
メ
だ
と
す
る
の

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か

○　

久
木
野
小
学
校
の
体
育
館
は

な
ぜ
避
難
所
と
し
て
使
え
な
い
の

か
。
避
難
所
の
見
直
し
を
お
こ
な

い
、
早
急
に
知
ら
せ
て
欲
し
い

○　

台
風
19
号
の
時
、
避
難
所
は

愛
林
館
で
地
域
管
理
の
集
会
場
は

開
設
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
な
ぜ
か
。

24
区
は
避
難
所
が
な
く
足
り
な
い
。

23
区
集
会
場
の
２
階
が
空
い
て
い

る
の
で
畳
を
敷
い
て
も
ら
え
な
い

か

災害時避難所イメージ
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○　

3
年
前
に
「
ひ
ま
わ
り
プ
ラ

ン
」
で
久
木
野
地
区
に
福
祉
施
設

建
設
の
陳
情
を
上
げ
た
。
以
前
、

久
木
野
地
区
に
お
い
て
介
護
施
設

を
建
設
し
て
も
ら
っ
た
が
、
現
在

は
利
用
者
が
い
っ
ぱ
い
で
、
利
用

希
望
を
し
て
も
断
ら
れ
る
状
況
で

あ
る
。
深
川
地
区
に
も
施
設
は
あ

る
が
、
そ
ち
ら
も
い
っ
ぱ
い
で
利

用
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
10
人

規
模
の
入
所
型
施
設
を
越
小
場
地

区
に
建
設
し
て
も
ら
い
た
い

○　

米
寿
は
２
万
円
の
お
祝
い
金

が
あ
る
が
、
90
歳
か
ら
１
０
０
歳

の
人
に
も
３
万
円
か
ら
５
万
円
の

お
祝
い
金
を
出
し
て
欲
し
い

○　

高
齢
者
の
孤
独
死
問
題
で
、

山
間
地
域
は
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
が
多
い
が
、
他
地
域
の
取
り
組

み
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。
家
の
鍵
を

近
隣
や
自
治
会
長
に
預
け
、
新
聞

や
郵
便
物
が
た
ま
っ
て
い
た
り
、

洗
濯
物
が
干
し
っ
放
し
に
な
っ
て

い
る
な
ど
の
時
に
、
鍵
を
開
け
て

確
認
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
。
越
小
場
地
区
で
も

過
去
に
家
の
中
で
倒
れ
て
い
た
住

人
が
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
は
で

き
な
い
か

○　

介
護
士
の
報
酬
・
待
遇
も
悪

い
。
全
人
口
の
２
％
の
障
が
い
者

の
こ
と
も
考
え
て
介
護
士
の
待
遇

を
良
く
し
な
い
と
だ
れ
も
な
り
た

が
ら
な
い
。
外
国
か
ら
介
護
士
を

迎
え
る
の
は
ど
う
か
と
思
う

福
祉
の
こ
と

デイサービスでの活動風景

送迎の様子



21

No.64

○　

市
役
所
前
の
陣
内
川
で
行
っ

た
小
水
力
発
電
の
テ
ス
ト
結
果
は

ど
う
だ
っ
た
の
か

○　

寒
川
地
区
の
小
水
力
発
電
に

つ
い
て
、
小
水
力
発
電
で
発
電
さ

れ
る
電
気
は
外
灯
の
み
の
使
用
と

な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
売
電
も
含

め
て
の
計
画
と
な
る
の
か

○　

今
回
、
子
育
て
支
援
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
国
の
制
度
改
正
に
伴
う
も

の
と
の
こ
と
だ
が
、
水
俣
の
現
状

と
合
致
す
る
の
か
。
ど
う
い
う
影

響
が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

○　

今
回
の
改
正
で
、
１
人
１
人

の
保
育
の
質
が
悪
く
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。

水
俣
の
場
合
、
影
響
は
な
い
の
か

○　

認
定
こ
ど
も
園
で
働
く
人
の

免
許
・
資
格
は
ど
う
な
る
の
か

○　

保
育
士
の
待
遇
は
良
く
な
い
。

手
当
て
を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

子
ど
も
が
寝
て
い
る
時
も
色
々
な
仕

事
が
あ
り
、
休
息
時
間
も
と
れ
な
い

○　

障
害
児
保
育
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
、
市
内
で
手
を
あ
げ
た
保

育
園
は
あ
る
の
か

○　

障
害
児
保
育
事
業
補
助
金
が

あ
る
が
、
保
育
園
に
対
し
て
出
す

の
か
保
育
士
に
使
わ
れ
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う
な
制
度
は

あ
っ
た
の
か

○　

太
陽
光
発
電
の
買
い
取
り
に

つ
い
て
、
水
俣
市
周
辺
で
計
画
し

て
い
た
が
中
止
に
な
っ
た
と
い
う

話
は
聞
い
て
い
る
か
。
湯
出
地
区

に
も
花
公
園
の
話
が
あ
っ
て
お
り
、

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
も
設
置
す
る
予
定

で
あ
っ
た
。
花
公
園
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
観
光
客
の
増
加
に

繋
が
る
と
期
待
し
て
い
る
が

環
境
の
こ
と

太陽光パネル
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○　

市
道
強
化
舗
装
工
事
予
算
額

が
大
き
い
が
、
当
初
予
算
で
計
上

す
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
か

○　

鶴
平
の
道
路
の
山
に
面
し
て

い
る
斜
面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
し

て
欲
し
い

○　

市
営
住
宅
で
西
ノ
浦
団
地
な

ど
４
階
建
て
は
不
便
で
あ
る
。
白

浜
市
営
住
宅
の
よ
う
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
は
で
き
な
い
の
か

○　

道
路
の
修
繕
を
し
て
ほ
し
い

場
所
が
多
く
あ
る
が
、
市
道
の
補

修
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

○　

国
体
等
大
き
な
大
会
で
各
地

か
ら
人
を
呼
ぶ
と
き
、
水
俣
に
宿

泊
さ
せ
た
い
が
、
湯
ノ
児
も
沈
滞

し
て
い
る
。
市
外
に
宿
泊
さ
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
水
俣
に
は
60
％

く
ら
い
し
か
泊
ま
ら
な
い
。
競
技

施
設
は
充
実
し
て
い
る
が
、
選
手

に
気
持
ち
よ
く
利
用
い
た
だ
け
る

た
め
に
も
、
湯
ノ
児
道
路
を
通
行

し
や
す
く
な
る
よ
う
整
備
す
る
な

ど
、
状
況
作
り
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い

○　

自
主
防
災
の
役
員
で
空
家
調

査
を
し
た
ら
16
戸
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
ガ
ス
が
つ
な
が
っ
た
ま
ま

の
と
こ
ろ
が
４
戸
あ
り
、
１
戸
は

放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
空
家

は
市
内
全
体
で
い
く
ら
あ
る
の
か

○　

丸
島
自
治
会
で
危
険
な
廃
屋

を
持
ち
主
の
了
解
を
得
て
解
体
し

た
。
危
険
な
廃
屋
を
ど
う
に
か
で

き
な
い
の
か
。
空
き
家
条
例
で
ど

こ
ま
で
で
き
る
の
か

道
路
の
こ
と

住
宅
の
こ
と

西ノ浦市営団地

鶴平の道路
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○　

小
学
校
の
部
活
動
が
今
年
度

か
ら
社
会
体
育
に
移
行
す
る
と
聞

い
て
い
た
が
、
実
際
に
社
会
体
育

に
な
る
の
か
。（
湯
出
は
子
ど
も

が
少
な
い
た
め
、
色
々
な
運
動
を

明
る
い
う
ち
に
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
た
め
、
早
く
社
会
体
育
に

移
行
し
て
も
ら
い
た
い
）

○　

学
校
給
食
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も
は
な

ぜ
増
加
し
て
い
る
の
か
。
原
因
は

分
か
っ
て
い
る
の
か

○　

み
な
く
る
バ
ス
路
線
編
成
に

つ
い
て
、
日
当
野
地
区
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
２
６
８
号
線
へ
行
き
、

南
国
バ
ス
で
市
内
ま
で
出
て
く
る

が
、
久
木
野
地
区
・
大
川
地
区
は

遠
回
り
す
る
路
線
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
一
本
く
ら
い
は
遠

回
り
せ
ず
、
直
接
市
内
に
行
く
よ

う
に
な
ら
な
い
か

○　

廃
校
に
な
っ
た
石
坂
川
小
校

区
の
児
童
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ

る
が
、
も
と
も
と
校
区
内
の
宝
川

内
等
の
児
童
は
距
離
が
遠
く
て
も

バ
ス
は
利
用
で
き
ず
、
歩
い
た
り
、

親
が
車
で
送
っ
た
り
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
に
聞
く

と
補
助
金
の
関
係
で
難
し
い
と
の

こ
と
だ
が
、
一
定
時
期
が
過
ぎ
た

ら
見
直
し
は
で
き
な
い
の
か

○　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
問
題
で
、

廃
校
さ
れ
た
と
こ
ろ
以
外
の
例
え

ば
仁
王
木
や
湯
ノ
児
の
子
ど
も
達

は
有
料
の
バ
ス
や
親
の
送
り
迎
え

で
経
済
的
負
担
も
多
い
。
不
平
等

で
あ
る
と
思
う
が

○　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
田
畑
の
維
持
が
大
変

で
あ
る
が
、
耕
作
放
棄
地
で
鳥
獣

が
巣
作
っ
て
い
る
。
民
家
に
も
近

く
家
の
周
り
に
も
電
柵
を
張
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
よ
り
高
齢
化

が
進
む
が
、
対
策
は
講
じ
ら
れ
て

い
る
の
か

○　

現
在
米
１
俵
３
，０
０
０
円
。

消
費
税
は
上
が
っ
た
の
に
。
農
業

機
械
取
得
や
人
件
費
、
燃
料
費
も

相
当
か
か
り
、
こ
れ
を
高
齢
者
の

年
金
で
賄
っ
て
い
る
。
農
業
収
入

で
は
賄
え
ず
、
今
後
農
業
だ
け
で

は
や
っ
て
い
け
ず
、
農
家
離
れ
が

進
ん
で
い
く
。
政
治
の
力
で
上
の

ほ
う
に
意
見
を
上
げ
て
欲
し
い

子
ど
も
の
こ
と

農
業
の
こ
と

市のスクールバス

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
こ
と
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○　

葛
彩
館
は
補
助
金
の
関
係
で

制
約
が
多
す
ぎ
、
使
い
勝
手
が
悪

い
。
地
域
の
た
め
に
物
産
販
売
や

宿
泊
利
用
を
し
た
い
が
、
し
が
ら

み
を
越
え
て
何
と
か
で
き
な
い
か

○　

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
に
は
な
ぜ
途
中
で
乗
れ
な

い
の
か

○　

水
俣
駅
改
修
の
時
、
駐
輪
場

を
有
料
化
し
た
ら
ど
う
か

○　

学
校
統
廃
合
で
廃
校
に
な
っ

た
校
舎
の
利
活
用
が
決
ま
っ
た
と

こ
ろ
が
あ
る
の
か

○　

閉
校
し
た
校
舎
の
有
効
利
用

法
は
考
え
て
い
る
の
か
。
湯
出
中

学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
で

き
る
よ
う
な
施
設
に
な
る
と
食
事

等
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域

住
民
が
手
伝
い
も
で
き
る
。
福
祉

施
設
と
し
て
利
用
し
て
も
良
い
。

目
に
見
え
る
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

三
中
校
舎
に
つ
い
て
は
解
体
す
る

と
い
う
噂
を
聞
く
が
、
市
か
ら
は

広
報
も
な
い

○　

日
本
一
長
い
運
動
場
の
草
刈

り
は
年
２
回
か
ら
１
回
に
な
っ
て

い
る
が
な
ぜ
か
。
地
元
で
の
草
刈

り
の
場
所
を
き
ち
ん
と
線
引
き
し

て
欲
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
皆
と
検

討
す
る

そ
の
他

閉
校
し
た
校
舎
の
有
効
利
用
を

旧湯出中学校

水俣駅前駐輪場

日本一長い運動場
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○　

自
治
会
長
と
議
会
と
の
意
見

交
換
の
場
を
設
け
た
方
が
い
い
。

４
月
に
自
治
会
長
に
な
っ
た
ば
か

り
で
ま
だ
良
く
わ
か
ら
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
自
治
会
長
会
会
長
が

意
欲
的
に
や
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

実
施
し
て
み
た
ら
い
い
と
思
う

○　

湯
ノ
児
チ
ェ
リ
ー
ラ
イ
ン
が

痛
み
ガ
タ
ガ
タ
で
あ
る
、
陳
情
な

ど
な
い
か
ら
か
。
市
は
観
光
に
力

を
入
れ
る
と
い
う
が
、
こ
の
道
路

の
整
備
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
議
会
も
力
を
入
れ

て
欲
し
い

○　

政
務
活
動
費
を
使
っ
た
視
察

に
お
い
て
、
他
市
へ
の
視
察
も
重

要
と
思
う
が
、
水
俣
市
内
の
自
然

環
境
・
社
会
環
境
の
把
握
に
も
使

え
な
い
の
か
。
湯
出
招
川
内
地
区

に
は
、
水
俣
市
の
学
校
教
育
の
先

駆
者
で
あ
る
丁
ち
ょ
う

保や
す

方か
た

氏
の
生
誕
の

地
で
あ
り
、
記
念
碑
が
あ
る
。
ま

た
、
西
南
の
役
の
古
戦
場
が
あ
り
、

自
分
の
土
地
の
一
部
が
矢
筈
の
戦

い
の
砦
と
な
っ
て
い
た
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
も
研
修

等
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い

○　

石
坂
川
で
市
長
と
語
る
地
域

懇
談
会
が
あ
っ
た
が
、
事
前
に
地

域
か
ら
８
項
目
に
テ
ー
マ
を
絞
り

申
し
入
れ
て
あ
っ
た
の
で
、
回
答

も
準
備
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
亀
嶺

峠
の
整
備
や
道
路
の
離
合
場
所
の

こ
と
等
あ
っ
た
。
市
議
会
の
方
で

も
よ
り
良
い
報
告
会
と
な
る
よ
う

い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

議
会
へ
の
質
問
・
要
望
な
ど

亀嶺峠からの風景

丁
保
方
氏
生
誕
の
碑
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（平成26年10月～ 12月）
10月３日　厚生文教委員会決算審査
10月４日　水俣市献穀事業に係る抜穂祭出席
10月10日　平成26年度水俣市戦没者追悼式出席
10月14日　平成26年度水俣市献穀事業奉告祭
10月17日　各会派代表者会議を開催し、水俣市社会福

祉事業団理事の選任について協議
10月27日　一般会計決算特別委員会
　～ 29日　
10月30日　議会報告会（もやい館、愛林館、越小場、

葛彩館）
10月31日　議会報告会（20区公民館、４区公民会、旧

湯出中学校、総合体育館会議室）
11月７日　総務産業委員会決算審査
11月10日　第11回肥薩四市議会議員研修会「有害鳥獣

被害対策」（阿久根市会場）
11月21日　議会運営委員会「12月定例会の提出議案に

ついて」
11月28日　平成26年第５回水俣市議会定例会開会
12月９日　一般質問・各常任委員会
　～ 12日　　
12月15日　全員協議会「水俣・芦北地域振興計画につ

いて県地域振興局と意見交換を行った」
12月17日　平成26年第５回水俣市議会定例会閉会

64
2
0
1
5
年（
平
成
2
7
年
）１
月
1
5
日
発
行

　

熊
本
県
下
に
あ
る
14
の
市
と
31

の
町
村
。
こ
れ
ら
45
の
自
治
体
が

地
域
住
民
の
幸
せ
を
願
い
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
報
と
議

会
だ
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
広
報
誌
と

し
て
の
性
格
や
視
点
を
変
え
た
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
常
に
市
民
目

線
を
目
指
し
た
作
成
・
編
集
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
て
の
議
会
誌

発
行
と
な
り
ま
し
た
。
年
末
バ
タ

バ
タ
の
中
で
の
編
集
作
業
、
誤
字

脱
字
の
無
か
っ
た
こ
と
を
祈
り
ま

す
が
、
シ
ッ
カ
リ
と
読
ん
で
い
た

だ
き
、
益
々
議
会
へ
の
関
心
を
高

め
て
頂
け
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま

す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

湯の鶴温泉保健センター

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

委
員
長　

福
田　

斉

　
　

副
委
員
長　

川
上　

紗
智
子

　
　

委　
　

員　

岩
村　

龍
男

　
　

〞

　

田
口　

憲
雄

　
　

〞

　

谷
口　

明
弘

〞

　

中
村　

幸
治

　

藤
本　

壽
子

　
　

牧
下　

恭
之

県議会議員選挙　　　告示日４月３日（金）　 投票日４月12日（日）
水俣市議会議員選挙　告示日４月19日（日）　 投票日４月26日（日）

※期日前投票は、仕事や旅行などで投票に行けない人が投票日前日
　まで、住民登録している自治体の期日前投票所で行えます。

今年は統一地方選挙の年です

改装中の湯の鶴温泉保健センター
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